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（4） 3 対 3 のゲーム
　 3 対 3 のゲームでは， 1 対 1 の攻防と同様な形式
で両端に生徒らで壁を作り，コートのサイズもバド
ミントンコート（13m× 6 m）に変更して実施した。









　授業内容については 1 ～ 2 時間目までをまとめ，



































































カーとは」  www. b-soccer. jp/aboutbs/aboutbs_1
（閲覧日：2020年 1 月 7 日）
　東 京都教育委員会（2016）　「東京オリンピック・
パラリンピック教育」実施方針.
　オ リンピック・パラリンピック教育に関する有識
者会議（2016）「オリンピック・パラリンピッ
ク教育の推進に向けての最終報告」
　近 藤智靖他（2017）「中学校体育理論におけるオ
リンピック教育について-探求的調査を基にした
現状把握と課題の提起」『オリンピックスポー
ツ文化研究』　№2　47-56.
－ 67 －
資料
高等学校　保健体育科（体育）　学習指導案
本時の目標
　１． ３対３のゲームを通して，ボールの音や人の声を聞いて，自分と相手との関係を考えながら，ドリブルをし
たり，シュートを狙うことができる
　２．課題に対してグループで協力し，気づきや発見を共有しあい，活動することができる。
本時の評価規準（観点／方法）
　① ３対３のゲームを通して，ボールの音や人の声を聞いて，ドリブルをしたり，シュートを狙うことができて
いる。 （運動の技能/活動観察）
　②課題に対してグループで協力し，気づきや発見を共有しあい，活動しようとしている。
 （運動についての思考・判断）
　③健康や安全に留意しながら，ルールを守り，お互いに協力しあって活動することができる。
 （運動や安全についての知識・理解）
本時の学習指導過程
学習内容 学習活動 指導上の留意点
＜導入＞
出欠点呼　
本時の説明
準備運動
＜展開＞
トライアングルドリブル
１対１のゲーム
３対３のハーフコートゲーム
＜まとめ＞
学習のまとめ
○集合
○本時の学習内容を把握し，課題を確認する
○アイマスクを着用しての運動
　・ランニング，サイドステップ，スキップ
○三角形で作ったグリット内でドリブルを行う。
○１対１の攻防
・相互の位置を把握し，シュートを狙う。
○３対３のミニゲームを行う
・攻守交代制で行う。
・サイドからコーラーが，ゴールの場所の指示を
する。
○本時の学習を振り返り
・ゲームを行う中で気づいたこと
・ブラインドサッカーを通して感じたこと
・欠席者，見学者の確認
・見えない状態で動くとどんな気
持ちになるか，見えている人は
どのように案内したらよいか考
えさせる。
・ボールの音やコーラーの案内を
聞き，指示された方向にボール
を操作できているか。
・互いの位置を声かけで確認させ
る。
・気づきを共有することができて
いるか。
準備物：ブラインド用サッカーボール・簡易ゴール・ホワイトボード・アイマスク・マーカー
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